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中国内モ ンゴ ル 自治 区に おける草原破壊の

　　　　　　　被害 ・ 加害構造の分析

　　　　　　甦　　叶

（東北大学東北ア ジ ァ 研究セ ン タ ー）

　本稿で は ，111 国内モ ン ゴ ル 自治区で の 住民 の 生活環境に 及ぼす草原破壊の 影響を紹介し，社会的

被害 ・加害構造 の 解明な らび に 草原生態系の 回復，改善に 資す る 社会的 ア プ ロ
ー

チ に つ い て 検討 し

た 。始め に，草原破壊の 影響を紹介 し，第 1被害者 で あ る現地住民 の 生活被害と精神的被害お よ び

伝統文化 の 崩壊 な どが十分認識 されて い な い こ とを 明 らか に し た 。次 に 内モ ン ゴ ル の 草原破壊の 因

果関係を分析し，農耕開墾 と人 口 増加が直接原 因 で あ る こ とを 指摘 した。内モ ン ゴ ル の草原破壊 の

背景に あ る 社会的被害 ・
加害構造を 分析 した 結果，誤 っ た 農耕政策，遊牧文化 に 対す る無埋解，現

地住民 の 社会的弱者 と し て の 立 場 な ど の 3 つ の 背景が 人為的破壊を もた ら し た直接原因 に 結び つ い

て い る と考え られ た 。 そ うした 視点 に 立 っ て ，草原保護 と草原生態系の 回復 の た め の 社会的 ア プ ロ

ーチ を 検討 し た 。草原破壊 の 社会的被害 ・加 害構造 を 打破す る に は 内モ ン ゴ ル に お け る 農業政策の

見直 し，全社会 の 理 解 と協力，現地住民 の 草原保護運動へ の 参加な どが 不可欠 で あ り，今後 の 社会

的 な ア プ ロ ー
チ と して は，  内モ ン ゴ ル で の 農耕業 と牧畜業 の 環境効果 と 経済効果 の 見直 し

，   異

文化問 の 理 解の 増進．相互 の 尊重，  住 民 の 人権 ・環境権 の 尊重，草原保護運動へ の 住民参加が 重

要 で あ る 。
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1．は じ め に

　近年 ， 中国で 急増 し て い る黄砂 の 発生 が 内蒙占自治区 （以下内モ ン ゴ ル とす る） で の 環境破壊

の 深刻な実態を 世界に伝え る こ とに な っ た 。 内モ ン ゴ ル は広大な天然草原で 知 られて きた が，急

速に 砂漠化し
， 現地住民 の 生活お よ び 中国全体の 大気汚染 と生態系の 安全保障を脅か す事態ま で

に 発展 し て い る 。 遊牧民に と っ て 草原は 生産資源 として 重要で あ り， 草原環境は 生活全体に 密接

に 関連 し て い る。草原破壊の 第 1被害者 と し て の 現地住民の 被害状況は 深刻 で ある 。 内モ ン ゴ ル

草原の 破壊を惹 き起 こ した根源を 付き止 め
， 問題発生の 原因を解明する こ とが今最 も重要な課題

で あ る。本稿で は ，内モ ン ゴ ル の 草原破壊 とそ の 影響を分析し，草原環境の社会的被害 ・加害構

造を解析す る 。
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2．内モ ン ゴル の 草原破壊の現状

2．1．内モ ン ゴル の 土地利用の変化

　 近年，内モ ン ゴ ル の 土地利用 の 変化は 草原

の 縮小，森林の 減少と農地 の 拡大，砂漠化 の

進行な ど を 特微 と し て い る 。草原面積 の 減少

を もた ら した 主因 は農耕開墾 で あ る 。 1947

年か ら 1998年 の 内 モ ン ゴ ル の 耕 地 面 積 は

3．967万 km2 か ら 7．224万 km2 へ と 82％拡

大 し た （内モ ン ゴ ル 統計局，1998）。 しか し，

同資料に は草地 面積の デー
タ が 見当た らな い

。

食糧生産を重視 し た 政策の 反映で ある と考え

られ る 。
こ れ まで政府に よ っ て公表された 草

原面積 に 関する デ ータ は存在 し て い ない 。近

、年，学術論文に は 草原面積の 変化に 関す る 内

容が 見られる よ うに な っ た が
，

万
9585756555

　45
　

　 （出典 ） 耕地 面 積 の デー
タ は 『輝煌 的 内 蒙 古一1947−1999− S

　 内蒙古統 計局 1999よ り ；草原面積の デー
タ は 「草原荒漠

　 化 的 歴史 反 思 ：発 展 的文 化緯 度 」 恩和 2003 よ り ； うち

　 20DO年 の デ ータ は rAffection　Analysis 　of 　Land 　Cover

　 Vicissitude 　in　I皿 er　MongOlia 　to　Climate　in　Northern

　 China」 LeiJun　2001に よ り，1970年代の 草原面積の デー

　 タ は 「試論内蒙古 草地 的放牧制度」 昭 和斯図 1995に よ る

　 もの で あ る。

　 　図 1　内モ ン ゴル 自治区の 草原と耕地面積の 変遷

　 　　 　　　 　 （1960年代〜20GO年）

　　　　　　　　　　　　　　ば らつ きが ある
。 恩和 （2003）に よ る と

， 内モ ン ゴ ル の 草原面積

は 60年代に 86．7万 km2，80年代に 78．8万 km2，90年代に は 73．7万 km2 ま で 減少 し，減少率

は 15％ に 達 し て お り， また 同時期の 利用可 能な草原面積は それぞれ 68．　7 万 km2 ， 60万 km2 ，

51，7万 km2 ， 減少率は 24．　7％ とな っ て い る 。 図 1は 1960年代 〜2000年 まで の 内モ ン ゴ ル の 草

原面積 と耕地面積の 変遷を 各種資料を参照 に ま とめ た もの で ある 。 40年間で 内モ ン ゴ ル の草原

面積は約 38，8％ 縮小 し，耕地面積は 77％ 拡大 した こ とに なる 。

2．2．内モ ン ゴル における草原破壊 の影響

　本節で は 内 モ ン ゴ ル の 草原破壊に よ る 影 響を飯 島の 被害構造理論 ω に 分類 され た 被害の程度と

被害 の 範囲の 概念を 用 い て分析す る。

2．2．1，地域環境の被害 ： 草原生態系 の 破壊 → 砂漠化

　人民 日報 （2002，4．4）に よ る と内モ ン ゴ ル 草原で は ，深刻な砂漠化，劣化お よび塩化 し た面積

は 38．7万 km2 に 達し，全 自治区 の 利用 可能な 草原 面積の 56．3％ を 山め る 。 内モ ン ゴ ル の フ ル

ン ボ イ ル （呼倫貝爾）草原，ホ ル チ ン （科爾沁）草原，シ リ ン ゴ ル （錫林郭勒）草原， ウ ラ ン チ

ャ ブ （烏蘭察布）草原，オ ル ドス （鄂爾多斯）草原な ど の 5つ の 草原は広さ と美しさ で 知 られ て

い た 。 今で は ， フ ル ン ボ ィ ル 草原 （劣化而積 23％） と シ リ ン ゴ ル 草原 （劣化面積 41％）を 除 く

草原 は ほ ぼ 消失 し て い る （r人民 日報』，2000．6．22）。r中国人 口 環境与可 持続発展地図集』 に 掲

載されて い る 「生態衰弱形勢」 （2000）に よれ ば内モ ン ゴ ル の 無人区あ る い は 資料不 詳の 地域を

除け ば，全域が厳重 危機生態系に 属 し，草原生態系が危険な状態 に ある こ とを 小 し て い る。

　草原 の 砂漠化 に 伴 う草：原植物 の 生産力は急速に 低 下し て い る 。 第 1に 挙げられ る の は 草原の 植

物生産量 の 低 ドで あ る 。 内モ ン ゴ ル の 草原地帯の 牧草生産量 は 1950 年代 の 1273億 kg か ら 1980

年代の 666，86億 kg ま で 47。6％ 低 ドして い る （陳文，1992 ： 132）。 草原の 劣化 trct
’
［
’，い 鼠害 ， 虫

害な ども増加 し て い る。また，草原植生生産量 の 減少 の 影響で家畜個体の 生産量が低下 し て い る 。
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表 1 内モ ン ゴ ルの 家畜平 均体重 の 減 少

　　　 （1950年代〜1980年 代 ）

羊 ヤ ギ 11・

1950年代
一7

16kg13 ．5kg135kg

1980年代 11．5kg9kg 90 

減少率 28．10％ 33．30％ 33．30％

（出典） 「草原畜牧業経済研 究」陳文主編 1992年よ

　り作成。

内モ ン ゴ ル の 草原で 放牧 されて い る 五 畜 （ヒ ツ ジ，

ヤ ギ，ウ シ ，ウ マ ，ラ ク ダ）はすべ て 乾燥地帯 の 出

身で ある が，十分な餌を得られず半飢餓状態が続い

た た め に ，個体 の 小柄化が見られ て い る （表 1）。

家畜の 小柄化に よ り 1頭あた りの 乳 ， 肉， 皮，羊毛

な ど の 畜産品の 生産量 と質が 落ち る こ とが 必然 で あ

り， こ の こ とは 牧民の 経済収入 の 減少に 繋が っ て い

る 。

2，2、2．生活環 境 の 悪化

　草原破壊に よる生活環境の 悪化は影響範囲 に よ っ て現地 の 生活環境へ の影響と他地域の 生活環

境 に対す る 影響の 2 つ に 分けられ る。

　（1） 現地 の 生活環境へ の 影響

　現地 住民は 草原破壊の 第 1被害者で ある。まず，草原の 破壊 と砂漠化が原因 と見 られ る 黄砂 の

影響で 家吝が行方不 明に なる経済的被害，大気汚染 で 周囲が砂だらけに な る生活被害が 出て い る

上，住民 の 健康も脅か され て い る 。 次に ，定住化が定着し たた め ，定住地周辺の 草原が家畜の過

剰採食と踏み つ け に よ り著し く劣化 し て い る 。さ ら に 定住地 の 人 口 の 増加 ，
ゴ ミの 蓄積に 伴 い

，

生活環境が 悪化す る傾向に ある 。

　（2〕 他地域の 生活環境に 対す る影響

　草原破壊 に よ る他地域 へ の 影響は主 に 黄砂に よる影響で あ る 。 中国国内で 黄砂 の 及 ぶ 範囲 は年

々 拡大 し，90年代以降東南沿海 の 江蘇省，安徽省，福建省など に 到着する よ うに な っ た 。中国

以外 の 朝鮮半島，囗本，ア メ リカ 大陸な どで も黄砂が観測 され て い る 。

2．2．3．生活設計上の被害 ： 災害に対す る抵抗能力の低下

　モ ン ゴ ル 草原は 乾燥地帯に位置 し て い るた め ，年間 の 気候変化 と季節変化が激 し く，大雪や 大

干魃など の 自然災害は避け られな い
。

モ ン ゴ ル 遊牧民は 厳し い 自然環境と の 共生 の 中で 独特な災

害対策法を身に 付けて きた 。大雪や干魃時に は 家畜 の 餌不足を解消する た め
， 利用で きる牧草資

源 を求 め て 移動す る 。 それを通 じ て 牧民達は 家畜を守 り，災害を の り越 え て きた 。 同時 に 牧草資

源の 枯渇 も免れて きた 。

　内モ ン ゴ ル で は 1960年代の 定住化政策と 1983年に 導入 された 生産請負制度〔2）に よ っ て ， 国有

草原の個人に よ る 使用権 と管埋権の 付与お よび家畜の 家族所 有が 行われ た 。 そ の 結果，各家庭は

指定された牧草地に 鬧定 され，生活方式が遊牧か ら放牧へ 変化 した。その 後，市場経済へ の 移行

に 伴 っ て ，経済利益優先の 社会経済シ ス テ ム に 順 応す るた め，牧民は家畜の 頭数を 増や し，大量

生産に 走らざるを得な くな っ た。現在は 自然災害が 発生 し た場合に ，従来の 移動に よ る 災害対策

が 通用 しな くな っ たの で あ る。

2．2．4．内モ ン ゴ ル の 遊牧文化の崩壊と遊牧民の精神的被害

　長期に 渡る 生産活動の 中で牧民は 種 々 の 家畜の 習性 に関す る知識や コ ン ト ロ
ー

ル 技術，牧草地

を 持続的 に 利用す る知識 ， 自然 と共生す る生 き方な ど の 知識を 蓄積し て きた
。

し か し
， 遊牧か ら

放牧へ ，さ らに 畜舎飼 い ，禁牧 へ と生活様式が変わ る過程 で 従来の 牛産知識を活か せ ず，将来の

牛活設言【がで きない 状況 の 中で 牧民に 精神的被害が 生じ，その長期化 と深刻化に よ っ て，遊牧社
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会 と伝統文化の 崩壊が 生じて い る。

　内モ ン ゴ ル で は 「遊牧民が耕作をす る

こ とは モ ン ゴ ル 人が北京オ ペ ラ を演 じる

こ とと同様に ナ ン セ ン ス で あ る 」 と揶揄

する言 い 方が ある 。 遊牧民 の 草原 の 土を

掘る 行為に 対す る抵抗 と異文化 の疎隔を

反映す る言葉である 。 しか し，漢人の 入

植 と農耕文化が漫透する に つ れて ，や む

な く農耕に 従事する人 々 は 少な くな い
。

遊牧民は農耕文化の進 出に 対 して 2つ の

方法で 対応 し て い る 。   農耕文化を積極

表 2　内モ ン ゴ ル の モ ン ゴ ル 語教育状況

　 　 　　（1980年〜1995年）　　　　　 単位 ・ 人

1980年 1995年 増減状況

モ ン ゴ ル 人小 一

　　　　　　　　 561，659
中学生合計人数

740，954 ＋ 179，345

諮 霧宗倒
中学 生 合計人数

400
，398366 ，092 一34， 306

モ ン ゴ ル 語教育

を受け る モ ン ゴ

ル 人学生の 割合

73．30％ 49．40％ 一21．90％

（出典） r内蒙古 自治区民族教 育最突出的問題，其 産生原因及対

策 」烏蘭図克 1997 に よ り作成。

的 に 受け入 れ ，「農民 」 に 転身す る．  遊牧生活を続け る た め に ，牧草地 を 後に し て 北上 する

（ブ レ ン サ ィ ン ，2002）。前者は 土地 の 塩化，砂漠化を 惹き起 こ し，後者は 「過放牧」 を繰 り返 し，

草原 の 劣化，砂漠化を招い て い る 。 遊牧民は どち ら の 方法を 選択 し て も貧 困に 陥る結果に な る
。

そ の うえ牧民 ・農民 は 草原環境の 加害者 と して 非 難され て い る 。 また，阿拉騰 （2002） の 調査結

果が示す よ うに ，漢人の 入植に 伴 う農耕面積 の拡大 と牧畜経営へ の 参入 に よ っ て
， 牧民の 移動空

間 の 縮小 と漢人 の 家畜 との 放牧地 の 共有化が進み，モ ン ゴ ル 人が相次 い で 故郷を去る現象が見 ら

れ る 。

　草原は モ ン ゴ ル 人の 原点で あ る。草原を離れ，現代都市 に 住み 付い た モ ン ゴ ル 人 も数多 くい る

が，依然 と して草原 と何らか の 繋が りを もち，常に 草原を 見守 っ て ，草原を 自分達の 心 の 故郷で

あ る と考 え て い る 。そ の た め 草原 の 破壊は モ ン ゴ ル 人に と っ て 牛産資源 の 喪失に とどま らず，精

神的足場を失 うこ とを も意味す る 。

　人 口 の 増加 ， 農耕 開墾 と草原 の劣化 に よ り生活空間が縮小 し
， 居住地か ら転出 し た り，やむな

く農耕 に 従事した りする 中で ，生活様式だけ で な く，言語文化 の 面 に も影響が 出始 め て い る 。 そ

の 1 つ の例に モ ン ゴ ル 人の 次世代の 教育事情が 挙げられる 。烏蘭図克 （1997）に よる と，1980

年か ら 1995年まで の モ ン ゴ ル 人の モ ン ゴ ル 語学校に通 う児童 の割合は 71．3％ か ら 49．4％ まで

減少す る とい う社会現象が 見られて い る （表 2）。 そ の 原因は 複雑だが ，モ ン ゴ ル 人の 自民族に

対す る 自信喪失 とい う心 理的変化 と伝統文化 の 荒廃が進ん だ結果 とし て 捉える こ とがで きる 。

　上 述の よ うな遊牧民の伝統文化の崩壊と精神的被害は 当事者に しか察知 で ぎな い た め ，中国政

府の 政策決定の 際 十分に 重視 されて い な い の が現状で ある。

2．2 ．5．空間的 ・時間的被害 ： 環境難民 の 出現

　2000年か ら内モ ン ゴ ル 自治区 の 生活 ・生産環境 の 著し く悪化 し た地域で 「生態移民」，「禁牧」，

「退耕還林還草 」政策が実施されて い る 。

　「生態移民 」 は 草原劣化が 激し く，深刻 な貧困 に 直面 し て い る 地域 の 住民 を で きる だ け近隣 に

定住 さ せ る方針で
， 政府 の 指定 し た 水源，町 に 近 い 地域 の 「移民点 」 に移住 ・集中 させ ，貧困対

策と草原 の 回復を図 るた め に 実施 され て い る政策で ある 。
「生態移民 」 は 事実 1一の環境難民で あ

り，ほ とん どが 内モ ン ゴ ル 西部の ア ラ シ ャ （阿拉善）盟 ，
イ フ ジ ョ ウ （伊克昭 ）盟 と中部の ウ ラ

ン チ ャ ブ，シ リ ン ゴ ル 盟 ，東部の ジル ム （折里木）盟な ど の 農耕地域 と半農半牧地域か ら出て い
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る が，草原地 域か らも出て い る 。 『人民 日報』 （2003．　1．18） と r人民 口報』海外版 （2002．　12．2）

に よる と 2002年まで の 内モ ン ゴ ル の 難民数は 8万人 ，最終的に 合計 65万 人を移住 させ る計画が

ある 。米国で は 1930年代 の 大 干魃 と過剰 開墾 に よ っ て ，グ レ
ー

トプ レ
ー

ン ズ で 黄砂が発生 し

住 に Oklahoma ，　 Kansas ，　 Texas ，　 New 　Mexico ，　 Nevada ，　 Arizona な ど の 州），約 40 万人 の

難民が遠 く西 （主 に California州）へ 移住 し た こ と が よ く知 られ て い る 。 そ れに 対し て 内モ ン

ゴ ル で は 自治区内部で の 移住 で ある 点 で 米国と事情が異な っ て い る 。 また，農耕作業に 馴染み の

ない 牧民が農幻1作業に就 くケ ース や移住先で の 漢人 とモ ン ゴ ル 人 の 混在に よ り， 漢化が加速す る

こ とが指摘され て い る 。 山積す る難問を抱えた 「生態移民」 政策に は 限界がある と言え る 。

　「禁牧」 とは ，著 し く劣化 し た 牧草地で 放牧が禁止 され，牧草地 の 回復を 図る対策で ある 。
「牧

草地を休 ませ る 」 こ とは まさ に 遊牧民の 従来の 考え方で あ る。しか し，定住を原則 とした今 日の

「禁牧」 は 禁牧 区以外の 牧草地 の 採食圧 の 増 大に 繋が る危険性が予測される 。

　「退耕還林還草」 は砂漠化 ・塩化 した農地 に 植林あ る い は 植草し，林地 や 草地 に 戻す こ とを指

す。『人民 H報』 （2002．7．30） に よ る と 2000年 〜2002年上 半期 まで の 内モ ン ゴ ル の 退耕面積は

中国 1位 の 5333．3　km2，全国 の 退耕面 積の 1／4 に 相当す る 。
こ の 数字か ら逆に 内モ ン ゴ ル に お

ける 破壊的な農耕行為 の 実態が うか が える 。

3．内モ ン ゴル 草原破壊の 因果関係の 分析

　多 くの 研究か らわか るよ うに ，内モ ン ゴ ル に おける草原破壊の 誘囚は人為的要因であ り，中で

も農耕開墾が 主 因 で あ る 。 草原の 開墾 に 関する 政府公表の デ ータ は 存在 し な い 。学術論文に は 中

国成立 以 来，内 モ ン ゴ ル に 3〜4 回 の 大規模な開墾期が あ っ た と発表 されて い る 。 恩和 （2003）

に よ る と，1960年代か ら 1990年代 の 30年間，内 モ ン ゴ ル に 3 回 の 大規模 な開墾期が あ っ た 。

  1958年〜1962年の 「以粮為綱」 （食糧 の 生産を か な め とす る） と の ス P 一ガ ン の もと に 食糧増

産を 目的 に した 苧：原地 域と半農半牧地域で の 草原闘墾が 行わ れた 時期 。   1966年 〜1976年の 文

化大革命期間 の 「牧民不吃号心粮 」 （牧民 は 良心 に 背 くよ うな食糧を 食わ な い ） とい うス ロ ーガ

ン を挙げた盲 日的な草原開墾が行わ れ た時期 。   1980年代か ら始ま り 10年近 く続 い た草原開墾

の ピ ーク期で ある 。 本稿の 図 1か らわか るよ うに 1990年以降 も耕地面積の 急速な拡大傾 向が続

い て い る 。

　同 じ く少数民族地 域で あ る 新疆 ウ イ グ ル 自治区 とチ ベ ッ ト自治区で も漢人 の 入植お よび農耕開

墾 （特に 軍隊 に よ る開墾）が 行われた 。新彊 の 場合，主体民族で ある ウ イ グ ル 人は もと もと農耕

と商業を生業 とす る民族 で あ り，現在 も自治区内 の 多数民族 で ある 。 そ の うえ，イ ス ラ ム 教を信

仰する宗教的団結力が漢化 の 進行に 対 し て ある程度歯止め を か け，民族文化 の 崩壊に ま で は 至 っ

て い な い
。 また チ ベ

ッ トは ，平均標高が 4000m 以上 ある た め ，高山病 に よ る身体障害 とチ ベ
ッ

ト仏教 の 強 い 影響な どで ．漢人 の 影響が もっ とも少ない 自治区で ある。内 モ ン ゴ ル 高原は 黄土 高

原，華北平野，東北平野な ど と隣接 し，強 い 宗教信仰と地理的な障壁がな い た め ，漢人 の 入植と

農耕開墾は比 較的容易で あ っ た 。

　食糧生産の 視点か ら見れ ば，内モ ン ゴ ル の 農耕開墾 の実績は大きい 。 r中国人 口 環境与可持続

206

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



The Japanese Association for Environmental Sociology

NII-Electronic Library Service

The 　Japanese 　Assoolatlon 　for 　Envlronmental 　Soolology

研究 ノ ート

発展地 図集』 の 「糧食産量及其増長 」 の 図 （220）に よ れば
，

1980年〜1990年 の 10 年間で 食糧

の 増産量が 80％ を超 えた地 域 は 2 つ あ り，そ の 1 つ が 内 モ ン ゴ ル で あ る 。
こ の 実績は 耕地 面積

の拡大 と直接関連し て い る こ とが本稿 の 図 1 か らお か る。皮 肉に も， 内モ ン ゴ ル は 風力に よる土

壌浸食強度 （中国国家環境保護局，2000） と砂漠化が 中国で もっ と も深刻な地域で ある 。

　牧畜生 産の視点か ら見れば，農耕開墾に よ っ て 牧民は 被害 の み を受けて 来た
。 農耕開墾は 草原

面積の 減少 と生産資源 の 減少を 意味す る 。　 度開墾された 草原は元に戻 らな い ，退耕還草政策に

よ っ て 草地 に な っ た土地 の 使用権 も牧民に は 戻 っ て 来て い ない 。草原 の 農地へ の 転換に 当た っ て

は優良牧草地を優先的に 転換 させ る こ とが方針とされ るた め，内モ ン ゴ ル の牧畜業に と っ て の打

撃は 致命的で ある 。

　内モ ン ゴ ル の 草原破壊 の もう 1 つ の 要因は 現地住民 の 草原保護運動 の 欠 如と礼会か ら の 応援の

欠如で ある 。
こ れ は 中国で 十分に 重視 されて い な い 大事な

一面で ある 。 先進国 の 公害問題や環境

保護運動 の 経験か ら，住民 の 公 害反対運動 と環境保護運動 の 重要性が既に 認め られて い る 。
こ の

よ うな運動を展開す る に は 被害 の程度 に 関す る知識 の 獲得が 不可 欠で ある 。 そ の 為に 科学研究者，

医者，弁護土 な ど の識老の 知識に 頼 る必要が ある 。 内モ ン ゴ ル の場合，科学者や医者，弁護士 の

協力は 十分で な く，遊牧民 の 持 つ 知識 と情報 の み で は 問題 の 深刻 さを認 識する こ とが難 しい
。 近

年頻発す る黄砂 に よ っ て 他地域 へ の被害も続出して お り，内モ ン ゴ ル の 草原破 壊の 警鐘を 鳴ら し

つ つ ある。最近，中国で は 草原保護 の 重要性が認め られ，内モ ン ゴ ル の 住民 と他地域 の 住民 との

間に 共通 し た利益が芽生え つ つ あ る 。
こ うし た状況 は 今後の 内モ ン ゴ ル の 草原保護運動 の 展開 に

有利で あ る 。

s

4．草原環境の被害 ・ 加害構造

　内モ ン ゴ ル に お ける 草原破壊を増幅 した の は既述 の 社会的背景で ある 。 そ の ため 草原 の 社会的

被害 ・加害構造を解明する 必要があ る 。
こ の 点に つ い て 端的に 言 えば社会的力関係，すなわ ち国

家利益 と地方利益，多数民族 と少数民族t 農耕文化 と遊牧文化 の 矛盾 こそが 内モ ン ゴ ル の 草原破

壊の 加害者で ある と考え られ る （図 2）。

　〔1）食糧牛産を優先する 国策に よ る草原破 壊

　内モ ン ゴ ル で は食糧増産の た め に ，耕地 の 拡大が行われた 。 前述 した よ うに 内モ ン ゴ ル に お け

る 3回 の 大規模 な農耕 開墾 の うち の 2 同が 国家の 農地拡大 と食糧増産に よ る もの で あ っ た
。 そ の

結果 ， 該当地域 の 農地拡人率は 全国 の 首位で ある　
一方 ， 退耕面積と砂漠化面積も全国 の 首位に あ

る 。 農地 拡大面積 と退耕面積 の ほ とん ど は農耕開墾に よ っ て 失われた草原面積で あ ると解釈で き

る 。

　農耕開墾の た め に 大量の 漢人が内モ ン ゴ ル に流入 した 。 漢人の 増加 は農耕 開墾に 伴 うもの で あ

る と同時に ，人 口 過剰 し た漢人を少数民族地域へ 移住 さ せ ，内地 の 人 口 圧 を緩和す る国家政策で

もあ っ た 。図 3 は 内モ ン ゴ ル の 1947 年〜1998年ま で の 人 口 変化を示 して い る （内蒙古統計局，

1999）。 内モ ン ゴ ル の総人 口 の 増加 は 主 に 急増 し た 漢族 の 人 口 の 増加 に よる もの で ある とわ か る 。

乾燥地 域で の 農耕伴産は 僅か な水資源を灌漑 に 回 し，雨水 に 頼る地域で の耕作行為も土壌水分の
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食糧生産を　　　　　　　 遊牧文化 に　　　　　　　 遊牧民 の

優先す る国策　　　　　　 対す る無理解　　　　　 弱 い 社会 的 立場

自然資源 に

関 す る被害

農耕開墾 ／農地拡大
草原面積の 減少

草原 の 地 域発展 を遊牧民 の

定住化 と農耕生 産方式へ の

転換と 同
一
視

草原被害 に対 す る

反 対 運 動 が 困難 文化的側面

　の 被害

経済的側面

　 の 被害

草原で の 農耕開墾の 正当化
社会的側面

　 の 被害

空 間 的 ・

時間的被害

人 間関係上

　の 被害

人 口 過密化

過放牧
農地 の 荒廃

自然災害に 対する

　抵抗能力の 低下

生 活水準 の 低下

貧困問題 の 深刻化
精神的負担

草原生態環境 の 破壊

　　　　　　　　　　　　　　 図 2　内モ ン ゴ ル にお け る草原 破壊の被害 ・加害構造

蒸発を
一

層激 し くし，砂漠化 の 直接的な原因に な っ て い る。

　〔2） 遊牧文化へ の 無殫．解に よ る草原破壊

　歴史的に 見て 中国は農耕文化を 中心 に 経済 の 発展 と社会 の 繁栄を遂げ，強大な国家組織を構築

し た 国で あ る 。

一
方，内モ ン ゴ ル を含む モ ン ゴ ル は乾燥草原を背景に 遊牧文化を形成 して きた 。

生産方式 の 違 い に よ っ て ，農耕民族 と遊牧民族 の 価値観 ， 生活習慣は 異な っ て お り ，
互 い の 理解．

は 不
．
卜
’
分で ある 。 中国で は 遊牧生産方式を原始的，遅れて い る と認識 し，草原地 域の 発展は 遊牧

民 の 定住化 と農耕へ の 転換 と同一視 され ， 農耕開墾が正当化 された 。

　遊牧民は遊牧に よ っ て 草原環境を変えずに，資源 を持続的に 利用 し て きた の に 対 し ， 農耕民族

は 人間の ニ
ーズ に 合わ せ て 自然を改造 し，よ り多 くの 食糧を作 り出 し，よ り多 くの 人 口 を養 うこ

とを前提 として い る 。 農民 か ら見れば，遊牧民 の 牧草地は 「もっ た い ない 」ある い は 「無人区」

と認識 されが ち で ，さ らに 国家政策 の支持に よ っ て ，優良牧場が 耕地 に され た 。 残 され た 自然環

万 人

25002000

15001000500
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　　　　 1947年　　　　　　 1998年

（出典） 『輝煌 的内蒙 占一1947−1999− 』内蒙古自治

　区統計局 1999に よ り作成。

　　 図 3　内 モ ン ゴ ル 自治 区の 人 口 変 動
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境 の よ り厳 し い 草原地域で は ，定住化 と牧草資源の

枯渇 に よ っ て 遊牧文化の基盤が失われ ，モ ン ゴ ル コ

ミ ュ ニ テ ィ
ーは 活

．
気を失 っ て い る 。

　（3） 少数民 族で ある現地住民 の 社会的に 弱い 立場

に よ る 草原破壊

　55 の 少数民 族を有す る中国に と っ て
， 民族問題

は 社会的に 敏感な 問題の 1 つ で あ り，厳し く対応 さ

れ て ぎた 。 中国が建国 された際 ， 社会の 安定を維持

す る 1 つ の重要な手 段 として 民族間の 平等 ・尊重，

民族地域 の 経済 と文化 の 発展を重視す る原則を基に ，

少数民族 自治区が設立 され，医療環境 と生活環境 の
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改善お よび 2 語 （民族言語 と漢語）教育が行わ れて きた 。し か し，そ の
一

方で 少数民族 の 人 凵 割

合 の 低 下と少数民族学校 の 児童数の 減少が 目立ち，漢化が進ん で い る の も事実で あ る。

　内モ ン ゴ ル で は 辺境の 建設を 支援する名 目で の 農耕開墾 と移民 が行われる中，遊牧民 と農民 の

間 の 対立が 深刻化 し て きた 。 しか し，自らの 利益を主張する こ とは 民族問題に 触れ る恐れがある

た め ，少数民族に とっ て 大 ぎなプ レ ッ シ ャ
ーに な っ て い る。社会的に 弱い 立場にあ る こ とで，遊

牧民が伝統文化を守る こ と と生活基盤 を維持す る こ と，草原保護運動を展開す る こ とな ど は 必ず

し も容易で は な い 。

5．終 わ り に

　内モ ン ゴ ル の 草原 の 生態環境を守 る た め に 遊牧文化 の 再 評価と草原利用制度の 見直 しが 必要で

ある 。しか し，政府 レ ベ ル の 考え方が変わ らな い 限 り， 内モ ン ゴ ル の 草原の 改善は 困難で ある 。

本稿で 述べ た よ うに ，内モ ン ゴ ル の 草原環境 は 社会的被害 ・加害構造を背景 に 発生 し た もの で あ

る 。 こ の よ うな社会的被害 ・加害構造を打破す るた め に ，国家政策の 見直 し ， 異文化闘の 理 解と

尊重，地 域住民の 草原保護活動 へ の 参加 な ど の ア プ ロ
ー

チ が不可 欠で ある 。 考え うる社会的ア プ

ロ ーチ と し て は 次 の 3 点が挙げ られる ：

　  内 モ ン ゴ ル で の農耕業 と牧畜業の 環境効果 と経済効果 の 再評 価が必要で あ る 。特に 内モ ン

　　 ゴ ル の 草原破 壊の 主 因で ある農耕開墾 と人 口 圧へ の 対策が 必要で ある。その た め に 内モ ン ゴ

　　 ル を，過剰人 ［ を分散さ せ る た め の 受け皿 と し て 利用 し た 過去に 対する反省 と内モ ン ゴ ル の

　　自然環境の 人 ロ 受容量 を十分認識す る こ とが不可 欠 で あ る 。

　  異文化間 の 理解を 深め
， 相互 の 尊重が必 要で ある 。 草原生態系の 保護 ， 多民族 の 共通利益

　　を図る 政府 と住民の 取 り組み が必要で あ る 。 また草原の 遊牧民の 従来の 生産知識を参考に，

　　今後 の 草原利用法を是正 する必要がある 。

　  住民の 人権 ・環境権を尊重 し，住民参加 に よ る 草原保護運動が 必要で あ る 。 草原環境を保

　　護するた め に 草原破壊に 対 して 住民が 自由に 発言する権利 と自ら行動を起こす権利を ｛アえら

　　れ る こ とが重要 で ある 。 今後草原 の 生態系を改善し て い くに は北京や天 津な どを 黄砂か ら守

　　 る こ とを優先 する の で は な く，現地 の 人 々 の 生活環境 と生産環境の 改善を優先す べ ぎで ある。

注

（1）　飯島伸子の 「被害構造 」 の概念は 目本 の 高度成長期 の 産業公害に よ る個 人 の 健康被害か ら 始 ま り，

家族や 地域社会 に 広が っ た 被害構造 を対象 と して い る 。 本稿は 内モ ン ゴ ル の 草原生態系 の 破 壊 に 始 ま っ

　た 少数民族 とし て の 遊牧民 の 生活環境被害と地 域環境被害，地 域文化 の 被害に ま で 至 っ た 被害 ・
加害構

造を 飯島の 概念 を参照 して 分析す る こ とを 試み た e 飯島の 分類 した 被害の 深刻さの 程度で み る と，内モ

　 ン ゴ ル の 草原環境破壊 の 過稈 で ，最 も深刻な 生命被害は 伴わ な い もの の 、そ の 他 の 被害 はす べ て 見 られ

　る。また 飯島 の 分類 した 被害 の 広が りの 範囲で み る と，地域環境の 範 囲 で の 被害が最も深刻 で あ り，国

　レ ベ ル の 環境破壊及 び 国家間環境破 壊 （黄砂 の 影響） も起 きて い る 。

（2）　 「生産請負制度 」 は 内モ ン ゴ ル の 草原 地 域に お い て 家族構成 を 基準 に 牧場を 平等 に 割 り当て ，牧場 の
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